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マグロ延緬の純成りについて
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１．はしがき

マグロ延縄漁業において，釣獲深度を知る事は漁具の構造左きめる上にも，釣獲適水温
や，溝泳層を知る上にも，きわめて重要である．

このような目的のために，Chemicalｔｕｂｅを‘使用して深度を求めるように工夫し，１９５２

年6～８月マンゴル島，チモール島沿岸の操業時に之を使用し,'）叉1953年１～２月のサ

ウ海の操業時にも使用し(2)釣鈎深度を測定した．一方Chemicalｔｕｂｅに代るものとして，
鉛板の変形を利用した測深器を(3)研究して来た．

その後コラル海の操業時には多数の測定をなすと共に，鹿児島湾において，延縄の形状

を知るためにChemicalｔｕｂｅを使って実験を行ったところ幹縄が海中でどんな形状にな

っているかを知る事が出来たので，それについてのぺる．

２．測定方法及びその結果

ａ）操業時の実験

Chemicalｔｕｂｅを,使って，深度を測定するには，ｔｕｂｅが沈降中に転倒しないように，

しかも，実際の場合の沈降力とかわらないようにするため第１図に示すように，保護管の

上端に，直径約３寸の硝子球を取りつけ，下端には錘を取りつけた．

§

第１図測定装置第２図魚具一鉢の構造

昭和29年11月13日より昭和30年１月10日にわたる敬天丸のコラル海を中心とした西南太

平洋海域に於ける延縄操業の36回中24回について釣鈎深度の測定を行った．操業の際の一

鉢の漁具の構造は第２図の様であり，幹縄の長さ250ｍ，枝縄は長さ１７ｍ，浮子縄は長さ

19ｍ，叉は２５ｍ，Ａｉ，Ａｉ十１間の長さは，それぞれ幹縄の％である．
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コラル海では，始め細廻り時に縄の形状がほ堂安定したと思われる時に，枝縄を引きあ

げて，このChemicalｔｕｂｅを使った測深装置逓釣釣に結着して投下したが，この方法を

実施することは時間的に制約されるので，以後は揚細時に50鉢から１００鉢目位に，この

装置があがってくるように釣絢に結着し之を投総しながら投下し，揚縄時に取りあげてし

らべた．尚操業の都合により，同一鉢或は連続した３鉢のＡ１,馬，Ａ2,4,Ａ３の位置にこの装

置左取りつけた．

このようにして釣釣深度の測定を行った２４回の内，１鉢間のボンデン間の距離を測定

したときの成績左第１表に示す．

第１表コラル海の実験成績
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表中のＡ1,5,Ａ2,4,Ａ３の位置には，枝縄及び浮子細の長さの修正を施した測定値を記

してある．表中の平均距雛とは縄廻りの時に，船速から１０鉢間の平均距離を測定し，１

鉢の平均距離即ちポンデン間の距離左求めたもので之なｓとして記入した．船速は流木試

:験法により求めたものである。

ｂ）鹿見島湾の実鹸

幹細はどんな形状をなしているかを知るために次の様に実験左行った。即ち海面の静穏

なる日をえらんで第３図のようにボンデンの一端Ｂｏに碇をつけ，海面上にBoB6Hな
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1０ 鹿児島大学水産学部紀要、第４巻

る縄を浮べ,他端Ｈは隼人丸につなぎ第４図に示すように，実験中は殆んど一直線になる

ように保持した.長さ250ｍのＢｏ,Ｂ1,…B6なる幹細の一端Ｂｏをボンデンにつなぎ，Ｂ,Ｂ摩

B3B4B5の場所に測定装置を取りつけ，幹維を順次沈め,Ｂ６のところは，Ｂｏより縄に沿

って130ｍ，叉は190ｍの距離のところに結着した．全部沈めおわってから，約１０～20分

後に順次引きあげて得たる結果を第５図に示す．図中実線は幹縄をCatenaryと考え計

算(4)より求めた形状である．尚実験中の波浪，海潮流の影響は殆んどなかった．

3．考 察

ボンデン間の距離を130ｍ叉は190ｍに定めて,幹細を張った湾内の実験では，第５図

示すが如く，Ｂ,～B昂の深度は計算より求めた深度と殆んど一致した．これは波浪や
５ｏ Ｏ Ｊｐ －．．,”その他が，平穏な場合には，幹縄の

に示すが如く，

”＠５０ その他が，平穏な場合には，幹細の

形状はCatenaryと考えて，さしつ

かえない事を示している．しかしな

がら実験の数値左やム詳細に注目す

ると，Ｂｏ～Ｂ６が190ｍの場合の第”

１回測定値は，Ｂ,Ｂ２側が，Ｂ４Ｂ誘

側より浅く出ている．これはＢ，よ

り順次投入するにあたって，氷面に

５
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ｘ矛１２回測定
◎分３４回測定

第５図湾内実験測定値おかれた縄に沿って，幹縄をはりな

がら投下したため，Ｂ５を投下せる位命置は，Ｂｏより殆んど190ｍに近い位置即ちＢ６に近い

位置にあったためと考えられる。その他の回次でいちぢるしい特徴を見ないのは，幹縄の

両端をＢｏとＢ６とにあらかじめ，結着しておき，中間部分は海中に沈下させておき，Ｂ０．
，ノ

側より，叉はＢ６側より順次それぞれの位置を，引きあげたがらi則定装置を結集した後

沈下させたからである・との事より考え愚に，両端が固定された場合の幹細の形状は静穏

な海中ではCatenaryを画いているとしても差支えはない．

１灸にコラル海の場合をしらべよう．この実験にては測定装置左取りつけた２４回の操業

内の内，船速より平均のポンデン間の距離を求めたのが７回であった．この距離をＳとし

ｐ

5０

て，計算より幹細の形状左画いた

ものが第６図の実線である．一方炉

測定装置よりの深度と，ＡｉＡｉ+］

間の細の長さ(便宣上直線として)，

より，作図的にボンデン間の距離

を求めたものがＳノである．この

操業番号第２３と第２５の場合Ａ１”

Ａ２，Ａ３が相隣りではあるがＳと第６図コラル海実験測定値 Ａ２，Ａ３が相隣りではあるがＳと

Ｓﾉとは，殆んど一致しているので

これらの相隣る三鉢の縄の形状は，大体似かよっていると見徹される．それ故ボンデン間

の測定距離をもととして計算により，釣釣深度を求める事が可能と考えられる．しかしな

がら，その他の順位の場合にはＳとＳ間にはあまり差違はないが，縄の形状はいちぢ
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るし<異っている．この原因としては，Ａ,，Ａ２，Ａ３，……等が，連続はしている鉢ではあ

ったが，同一の鉢に結着してたかったため，即ち各鉢毎のボンデン間の距離が違っている

ためか叉は，その場所附近の特殊な事情があったのかについては〆今後の研究にまつもの

~である．

以上の実験により得たる概要は次の様である．

（１）静穏な海中に沈下された幹縄は，Catenaryの形状を示していると諸えて差支えな

い．

（２）操:業時にはポンデン間の距離は投縄時よりも，大抵大となる事を老慮に入れると沢'１
③

定装置より求めた深度は，投縄時よ',釣が安定する迄の最大深度左考えてよい．

（３）操業時の測定実験では，出来るだけ同一鉢に測定装置を結着しておき，ポンデン間

の距離をも測定しておくことがのぞましい．

（４）同一鉢に少くとも一個の測定装置を取りつけておけば，幹細の形状を推察し得るか

ら釣獲深度の推定に非常に役立つものである．それ故今後極力手数をいとはわず操業時の

釣の深度測定をしておくことが必要である．

終りに，この実験に協力していただいた敬天丸，隼人丸の諸氏及び実験の準備と整理を

していただいた.埼元盛哉君に深く感謝の意を表する．（1955-3-31）
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